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赤潮、貧酸水「原因は諫干閉め切り」 
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よ
み
が
え
れ
！
有
明
海
・
国
会
通
信 

【
週
刊
金
曜
日
・
１
０
月
２
２
日
】
か
つ

て
は
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
な
ど
が
棲
息
し
、
水
質

浄
化
能
力
も
高
か
っ
た
長
崎
県
・
諫
早
湾

が
今
、
有
毒
な
ア
オ
コ
で
汚
染
さ
れ
て
い

る
。
諫
早
湾
内
三
漁
協
の
う
ち
一
つ
が
全

会
一
致
で
開
門
調
査
賛
成
に
方
針
転
換
。 

 

潮
受
け
堤
防
の
排
水
門
か
ら
諫
早
湾
に

排
出
さ
れ
、
近
く
の
カ
キ
な
ど
が
ア
オ
コ

の
毒
素
に
高
濃
度
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
高
橋
徹
・
熊
本
保
健
科
学
大
学
教
授

（
海
洋
生
態
学
）
の
調
査
で
明
ら
か
に
な

っ
た
。
高
橋
教
授
に
よ
れ
ば
、
ア
オ
コ
の

毒
素
ミ
ク
ロ
シ
ス
チ
ン
は
肝
臓
に
影
響

し
、
最
も
毒
性
の
強
い
種
類
の
ミ
ク
ロ
シ

ス
チ
ン
‐
Ｌ
Ｒ
の
急
性
毒
性
は
青
酸
カ
リ

の
２
０
倍
だ
。（
略
）
昨
年
末
、
同
教
授
は

農
林
水
産
省
や
長
崎
県
な
ど
に
地
元
住
民

に
沿
岸
の
魚
介
類
を
食
べ
な
い
よ
う
警
告

す
る
こ
と
や
詳
細
調
査
を
行
政
が
行
う
こ

と
な
ど
を
要
望
し
た
。
だ
が
、
黙
殺
も
同

然
だ
っ
た
。
農
水
省
は
、「
ア
オ
コ
は
ど
こ

に
で
も
あ
る
」
と
問
題
視
し
て
い
な
い
。

だ
が
、
高
橋
教
授
は
「
こ
れ
は
と
も
て
ズ

ル
イ
言
い
方
で
す
。『
だ
か
ら
安
全
だ
』
と

は
言
わ
な
い
の
で
す
。
後
で
問
題
に
な
っ

た
ら
責
任
を
問
わ
れ
ま
す
か
ら
」
と
批
判

す
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
汚
染
は
食
物
連
鎖

で
濃
縮
さ
れ
、
諫
早
湾
か
ら
有
明
海
に
も

広
が
る
。
ま
た
ア
オ
コ
の
混
じ
っ
た
水
を

農
業
用
水
に
使
え
ば
、
ミ
ク
ロ
シ
ス
チ
ン

が
農
作
物
に
残
留
す
る
危
険
性
も
あ
る
。 

 

わ
が
国
の
す
べ
て
の
弁
護
士
で
構
成

さ
れ
る
日
本
弁
護
士
連
合
会
（
日
弁

連
・
宇
都
宮
健
児
会
長
）
は
、
現
在
、

名
古
屋
市
で
開
催
中
の
生
物
多
様
性
条

約
第
１
０
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１

０
）
に
お
い
て
、
緊
急
の
保
全
の
必
要

が
あ
る
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
６
か
所
を
取

り
上
げ
て
、
日
本
政
府
に
対
し
て
事
業

の
見
直
し
等
を
迫
っ
て
い
る
。
と
り
わ

け
諫
早
湾
干
拓
事
業
に
対
し
て
、
日
弁

連
は
過
去
８
回
に
わ
た
っ
て
意
見
書
等

を
発
表
し
、
日
本
政
府
に
対
し
て
、
事

業
の
見
直
し
や
水
門
の
開
放
を
求
め
て 

有
明
海
の
大
規
模
な
赤
潮
発

生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
た
講
演
会 

【
長
崎
新
聞
・
１
０
月
２
４
日
】
有
明
海
の

漁
業
不
振
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
大
規
模

な
赤
潮
、
貧
酸
素
水
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演

会
が
２
３
日
、
諫
早
市
内
で
あ
り
、
熊
本
県

立
大
の
堤
裕
昭
教
授
（
５
４
）
が
「
諫
早
湾

の
堤
防
閉
め
切
り
が
大
規
模
発
生
の
原
因

だ
」
と
指
摘
し
た
。 

 

堤
教
授
は
湾
が
閉
め
切
ら
れ
た
１
９
９

０
年
代
末
か
ら
、
赤
潮
発
生
の
原
因
と
な
る

海
域
へ
の
栄
養
塩
の
負
荷
は
増
え
て
い
な

い
の
に
赤
潮
の
大
規
模
化
が
進
ん
で
い
る

と
説
明
。 

 

原
因
と
し
て
、
湾
を
構
造
物
で
閉
め
切
る

と
、
干
潟
だ
っ
た
時
に
比
べ
て
河
川
か
ら
流

入
す
る
淡
水
と
海
水
を
か
き
混
ぜ
る
力
が

弱
く
な
り
、
塩
分
濃
度
が
薄
く
富
栄
養
化
し

た
表
層
に
な
る
「
塩
分
成
層
」
が
湾
付
近
で

発
達
す
る
と
解
説
。
こ
れ
に
閉
め
切
り
で
弱

ま
っ
た
潮
流
も
相
ま
っ
て
さ
ら
に
淡
水
、
海

水
が
か
き
混
ぜ
ら
れ
ず
「
赤
潮
と
貧
酸
素
水

の
発
生
の
起
点
に
な
っ
て
い
る
」
と
し
た
。 

 

有
明
海
で
は
、
植
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
「 

シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
・
ア
ン
テ
ィ
ー
カ
」
が

原
因
の
赤
潮
が
２
年
続
け
て
猛
威
を
振

る
い
、
島
原
半
島
沿
岸
な
ど
で
大
量
の

養
殖
魚
が
へ
い
死
。
堤
教
授
は
諫
早
湾

内
や
島
原
半
島
沿
岸
の
赤
潮
発
生
の
分

布
図
を
示
し
な
が
ら
「
調
整
池
か
ら
の

排
水
が
半
島
沿
い
を
沿
っ
て
流
れ
、
直

接
的
に
影
響
し
て
い
る
」
と
話
し
た
。 

 

講
演
会
は
同
市
の
市
民
団
体
が
企
画

し
、
市
民
約
６
０
人
が
参
加
し
た
。 

き
た
（
以
下
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
０
会
場
で
日
弁
連

が
配
布
し
て
い
る
パ
ン
フ
よ
り
引
用
）
。 

「
事
業
に
着
手
し
た
１
９
９
０
年
頃
か
ら

諫
早
湾
近
傍
場
を
中
心
に
漁
獲
量
が
減
少

し
は
じ
め
、
１
９
９
７
年
に
潮
受
堤
防
が

締
め
切
ら
れ
た
後
、
有
明
海
全
域
の
環
境

が
悪
化
し
、
多
く
の
生
物
が
死
滅
し
、
未

曾
有
の
漁
業
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
。
有
明

海
沿
岸
地
域
で
は
漁
業
者
の
自
殺
が
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
２
０
０
８
年
、
佐

賀
地
方
裁
判
所
は
、
日
本
国
政
府
に
対
し

て
、
諫
早
湾
干
拓
事
業
潮
受
堤
防
の
水
門

の
開
放
を
命
じ
た
。
し
か
し
、
日
本
国
政

府
は
控
訴
し
、
現
在
も
福
岡
高
裁
で
審
理

が
続
い
て
い
る
。
日
弁
連
は
、
１
９
９
０

年
代
か
ら
諫
早
湾
干
拓
事
業
の
中
止
や
、

潮
受
堤
防
の
開
門
を
要
求
す
る
意
見
書
等

を
８
回
に
わ
た
っ
て
発
表
し
政
府
に
対
し

て
事
業
の
見
直
し
を
迫
っ
て
き
た
が
、
未

だ
、
日
本
国
政
府
は
、
開
門
に
関
す
る
態

度
を
明
確
に
し
て
い
な
い
。」 

Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
０
「
諫
早
事
業

見
直
し
迫
る
」
日
弁
連 

諫
早
の
講
演
会
で
熊
本
県
立
大
堤
教
授 

ＣＯＰ１０の日弁連のブース（名古屋市） 

「も
う
限
界
で
す
」有
毒
ア
オ
コ

で
漁
民
ら
が
開
門
調
査
要
求
へ 


